
第１７回 国際高校生フォーラム in 倉吉 2018 

実 施 要 項  

鳥 取 県 立 倉 吉 東 高 等 学 校 

国際高校生フォーラム実行委員会 

１ 趣 旨 

高校生が独自の自由な発想を生かして、現代社会の諸問題に真正面から取り組み、その解決

策を模索し、学校・地域・国境を越えた意見交換をするなかで、高校生として今考えうる最大

限可能な提言をまとめ、将来の日本および世界に貢献できる資質を身につける。 

２ 目 的 

  (1) 広い視野と深い問題意識をもち、公正で逞しいリーダーとして次代を担う高い志をもつ 

  生徒の育成。 

 (2) 効果的な表現方法を用い、説得力のあるプレゼンテーションができる生徒の育成。  

 (3) 広汎な交流と知的・社会的刺激の授受により高度な学びへ向かう主体的生徒の育成。  

３ 活動内容 

 (1) 所定のテーマにもとづいて調査・研究・思索したことをもとに、  

 (2) 視聴覚機器を効果的に使ってプレゼンテーションしながら、  

 (3) 自分たちの主張や提言としてまとめ、発表する。  

 (4) 質疑応答と相互評価を展開し、  

 (5) 最後に有識者による講評・表彰（最優秀校・優秀校）を行う。  

４ テーマ 

 (1) 生徒が興味をもって主体的に取り組むことができ、かつ今日的・将来的に大きな社会的 

 意義をもつもの。 

 (2) 思索や議論に幅と広がりがあり、お互いの認識がともに深められるもの。  

 (3) 今年度のテーマ  

高校生が考えるこれからの時代の「仕事」   

－第 4 次産業革命期を主体的に生き抜くために－ 

【趣旨説明】 

 私たちはこれまで１８世紀後半以降３度の産業革命を経験した。１度目は蒸気機関による工

業化、２度目は電力による大量生産、３度目は情報通信技術革命である。これらの産業革命は、

負荷なき時代を追求してきた先人たちの努力により実現し、私たちの人生観、人間観、教育観、

家族観さらには仕事観をも大きく変えたが、むしろ私たちは主体的に、その都度大きな変革に

適応してきたともいえる。 

 そして現在 AI（Artificial Intelligence）や IoT（Internet of Things）の発達により、今まで想像

もできなかった未来社会が徐々に始まりつつあり、この技術革新が第４次産業革命だといわれ

ている。それによると、人間の手を必要とする仕事は、20 年後には半分以上が AI や IoT に取

って代わられる一方、現在存在しない多くの仕事が新しく創造されるともいわれている。  

 そこで、先人たちと同様に新しい時代に主体的に適応していくことになるだろう皆さんは、

これからの仕事をイメージする中で、今高校生として、既成の学びに加えてどのような柔軟な

備えをしておくのが好ましいと考えるのか、明確に提言しなさい。加えて、そもそも仕事とは

どのようなものであると考えるのか、不易と流行のそれぞれの側面から検討し、皆さんの仕事

観を併せて提示してほしい。 

 



５ プレゼンテーション条件 

 (1) 確かな裏付けにもとづいて一つ以上の明確な解決策を提示すること。  

 (2) 視聴覚機器、パソコン等を用いること。なお、プレゼンテーションソフトは「パワーポ 

 イント」を基本として作成することとする。 

 (3) 発表時間は１校２０分以内とする。  

 

６ 主 催       鳥取県立倉吉東高等学校 国際高校生フォーラム実行委員会 

 

７ 後 援       鳥取県教育委員会 

 

８ 参加・招待校 

  全国公立高校の中で、趣旨に賛同し代表生徒（５名以内、学年は問わない）を派遣で  

 きる高校。 

  参加高等学校 

  ・長野県松本深志高等学校 ・島根県立松江北高等学校 ・大韓民国京畿道安養高等学校  

 ・鳥取県立米子東高等学校  ・鳥取県立鳥取西高等学校 ・鳥取県立倉吉東高等学校 

 ・シンガポール St.Joseph’s Institution 以上 ７校 

 

９  日程・会場 

 (1) 期 日    平成３０年８月４日（土）～８月６日（月）の３日間  

 (2) 会 場    （第１日、２日）  鳥取県倉吉市駄経寺２１２－５  

                  鳥取県立倉吉未来中心      ℡(0858) 23 – 5390 

（第３日）     ホテルセントパレス倉吉 

 (3) 日 程 

     第１日 ８月４日（土）  会 場  倉吉未来中心 大ホール 

       時  刻 ： １５：００～１６：４５ 

    午 前 ： 会場準備・ 発表予行 

    午 後 ： 校内実行委員会・発表予行  

                  開会行事・基調講演・情報交換会（１７：００～）  

    第２日 ８月５日（日）    会 場    倉吉未来中心 大ホール 

    時  刻 ： ９：２５～１６：４５ 

       午 前 ： 各参加校のプレゼンテーション 

       午 後 ：  各参加校のプレゼンテーション 

                  討論・まとめ・講評・表彰  

レセプション（１８：００からホテルセントパレス倉吉にて） 

     第３日 ８月６日（月）     会 場  ホテルセントパレス倉吉  

       時  刻 ： ９：００～１０：３０ 

    午 前 ： 閉会行事・講評・特別講義  

         交流行事（閉会後） 

 

１０  ゲストコメンテーター 

東京大学大学院教育学研究科 本田 由紀 教授 

名古屋大学大学院情報学研究科 久木田 水生 准教授 
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